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このガイドラインは町田市が発注する建設工事において、品質を確保すると共により良い事業

者への受注機会の拡大を図るために、価格だけでなく施工能力等を総合的に評価して落札者を決

定する方式（総合評価方式入札）を実施するにあたり、基本事項を定めるものである。 

 

 

 

総合評価方式入札とは 

地方自治法施行令第 167 条の 10 の 2 に規定された「予定価格の制限の範囲内の価格をもって

申込みをした者のうち、価格その他の条件が当該普通地方公共団体にとって最も有利なものをも

って申込みをしたものを落札者とする」入札方式である。 

 

実施する総合評価のタイプ 

『特別簡易型』（市区町村向け簡易型）を採用する。特別簡易型では技術的な工夫の余地が小さい

一般的な工事を対象とし、施工の確実性を確保するために、同種・類似工事の経験、工事成績に

基づく技術力等と価格による総合的な評価を行う。施工計画等の評価は行わない。 

 

対象案件について 

一般競争入札で行う工事案件のうちから指定したもの 

※原則として予定価格が 1,000万円超の市内に本店を有する者に限定した入札に限る。 

 

学識経験者の意見について 

総合評価方式の実施にあたっては、予め 2人以上の学識経験者の意見を聴くものとする。 

 

落札者の決定方法について 

価格点と技術点を合計し総合評価値を求め、予定価格の制限の範囲内の価格をもって申込み

をした者のうち、最も値の高いものを落札者とする。 

※総合評価値が最も高いものが 2者以上あるときはくじにより決定する。 
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総合評価値について 

総合評価方式の実施において、原則として総合評価値の決定方法は次のとおりとする。 

 

価格点について 

価格点の算出方法は次のとおりとする。 

ア 入札金額が価格評価基準額以上の場合 

価格点＝100 点×（1－入札価格／予定価格） 

イ 入札金額が価格評価基準額未満の場合 

価格点＝価格評価基準額の価格点－（100 点×（1－入札価格／予定価格）－価格評価

基準額の価格点）－0.5 

 

  ※価格点の小数点以下は第 4位を切り捨て、第 3位止めとする。ただし、総合評価値が最も

高いものが２者以上あるときは、差異が生じる桁数まで有効とする。 

 

  ※価格点算定式の入札価格、予定価格は税抜とする。 

 

なお、「価格評価基準額」の算定基準については町田市契約事務規則第 10 条における最低

制限価格の算定基準に準ずる。 
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技術点について 

技術点の算出方法は次のとおりとする。 

技術点＝技術力・履行能力に関する評価及び社会性に関する評価の評価点の合計 

技術力・履行能力に関する評価（12点満点）に加え、事業者の社会性に関する評価について

最大 3点まで加点ができるものとする。 
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【評価項目及び配点について】 

▼技術力・履行能力に関する評価 

項目 配点 

事業者の 

施工能力 

請負金額が当該工事の予定価格の概ね 3分の 1以上

であり、過去 3年度以内に引渡しを完了した町田市発

注工事（当該工事と同業種）1件の工事成績 

6 

  同種工事（過去 5年度以内）の施工実績 2 

配置予定技

術者の能力 

同種工事（過去 5年度以内）の監理（主任）技術者とし

ての施工経験 
2 

  保有する資格 2 

（計 12 点） 

▼社会性に関する評価 

項目 配点（最大 3 点まで） 

企業の信頼

性・社会性 

 

最大３項目 

まで選択可 

災害協定又は緊急施行工事等の施工実績  1 

環境マネジメント 1 

障がい者雇用 1 

ワーク･ライフ･バランス 1 

労働環境の状況 1 

町田市優秀工事賞 1 

（計 3 点） 

 

評価項目の詳細について 

❏履行能力の評価について 

【工事の履行成績について】･･･最大 6点 

工事成績評定通知書通知日が入札参加申請日以前であり、以下の条件を全て満たす工事１件を

事業者が選択して申請するものとし、申請された工事の工事成績点を対象として下記表に従って

評価するものとする。 

（1）過去 3年度以内（※1）に引渡しを完了した町田市発注工事（当該工事と同業種）であること。 

（2）請負金額（※2）が当該工事の予定価格の概ね３分の１以上（※3）であること。 

 

工事成績点 評価点 

80点以上 6点 

75点以上 80点未満 5点 

70点以上 75点未満 4点 

65点以上 70点未満 3点 

60点以上 65点未満 2点 

60点未満 0点 
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【同種工事（※4）の施工実績について】･･･最大 2点 

過去 5年度以内（※1）に元請人として日本国内で施工し引渡しを完了した同種工事（※4）が対象。 

請負金額（※2）が概ね当該工事予定価格以上の工事実績あり 2点 

請負金額（※2）が当該工事予定価格の概ね 3分の１以上（※3）の

工事実績あり 
1点 

上記以外 0点 

 

【配置予定技術者の施工経験について】･･･最大 2点 

過去 5年度以内（※1）に元請人として日本国内で施工し引渡しを完了した同種工事（※4）のうち、

配置予定技術者が監理（主任）技術者として施工した工事が対象。途中交代した工事は除く。 

請負金額（※2）が概ね当該工事予定価格以上の施工経験あり 2点 

請負金額（※2）が当該工事予定価格の概ね 3分の１以上（※3）の

施工経験あり 
1点 

上記以外 0点 

 

【配置予定技術者の保有する資格について】･･･最大 2点 

1級技術者（施工技士、施工管理技士、建築士、技術士） 2点 

2級技術者（施工技士、施工管理技士、建築士等） 1点 

その他の技術者（電気主任技術者等） 0点 

（1）1 級技術者 建設業法（昭和 24 年法律第 100 号）第 15 条第 2 号イに該当する者。 

（2）2 級技術者 建設業法第 27 条第 1 項の規定による技術検定その他の法令に規定する試験で

当該試験に合格することによって直ちに同法第 7 条第 2 号ハに該当することとなるものに合 

格した者又は他の法令の規定による免許若しくは免状の交付（以下「免許等」という。）で当

該免許等を受けることによって直ちに同号ハに該当することとなるものを受けた者であって  

1 級技術者以外の者。 

（3）その他の技術者 建設業法第 7 条第 2 号イ、ロ若しくはハ又は同法第 15 条第 2 号ハに該当

する者で 1 級技術者及び 2 級技術者以外の者 

※複数の資格を持つ場合には、上位の資格１つについてのみ評価する。 

なお、配置予定技術者の変更は原則として認めないものとするが、技術者の病休等市がやむを

得ないと認めた場合は、この限りではないものとする。配置予定技術者を変更する場合において、

変更後の技術者の該当する評価点は、原則として変更前の技術者の保有する評価点以上でなけれ

ばならない。 

 

❏社会性の評価について 

以下の項目は合計して最大 3点まで加点できるものとする（選択は任意）。 

【災害協定又は緊急施行工事等の施工実績について】･･･1点 

次のいずれかに該当している。 

・町田市又は東京都と災害時の協力協定を結んでいる。 

※ 組合として協定を結んでいるものも含む（組合員であることを証明できる書類が必要とな

る。） 
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・過去 3年度以内（※1）に、町田市又は東京都と、災害時における緊急施行工事（修繕含む）

の契約を締結し、完了した実績がある。 

・過去 3年度以内（※1）に、町田市又は東京都と、道路・上下水道・その他の施設の維持・補

修に係る単価契約を締結し、完了した実績がある。 

※ 東京都との契約においては施工場所が町田市内のもの。 

 

【環境マネジメントについて】…1点 

次のいずれかの認証を取得している。 

・ISO14001 

・エコアクション 21 

・エコステージ（ステージ 2以上） 

・KES環境マネジメントシステムスタンダード（ステップ 2以上） 

 

【障がい者雇用について】･･･1点 

障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和 35 年法律第 123 号）による法定雇用を満たしてい

る。法定雇用義務のない事業者については 1人以上の障がい者（※5）の雇用（週所定労働時間が

20時間以上であること）がある。 

 

【ワーク･ライフ･バランスについて】･･･1点 

次のいずれかに該当している。 

・過去 3年度以内（※1）に町田市「仕事と家庭の両立推進企業賞」を受賞している。 

 ・厚生労働大臣からえるぼし又はくるみんの認定を受けている。 

 

【労働環境の状況について】･･･1点 

現に有効な経営事項審査結果通知書における「その他の審査項目（社会性等）」の下記 6 項目

の合計点数が 30点以上である。 

その他の審査項目（社会性等） 有 無

①雇用保険加入の有無 0点 -40点

②健康保険加入の有無 0点 -40点

③厚生年金保険加入の有無 0点 -40点

④建設業退職金共済制度加入の有無 15点 0点

⑤退職一時金制度若しくは企業年金制度導入の有無 15点 0点

⑥法定外労働災害補償制度加入の有無 15点 0点  

 

【町田市優秀工事賞について】･･･1点 

過去 3年度以内（※1）に町田市優秀工事賞を受賞している。 

 

資料の提出等 

入札参加希望者は、入札参加申請にあたり、入札の公告に基づいて必要な資料を提出すること。 
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公表事項 

 （1）手続き開始時における明示 

   入札の公告において、次の事項について明記する。 

   ・総合評価方式の入札であること 

   ・総合評価の方法 

   ・落札者の決定方法 

 （2）開札結果の公表 

   開札後は、速やかに次の事項を公表する。 

   ・落札者名 

   ・入札者の入札価格 

   ・入札者の評価の状況（総合評価値、価格点、技術点） 

   ・価格評価基準額 

 

※1 過去 3年度（5年度）以内とは、公告日の属する年度より 3年度（5年度）前の 4月 1日か

ら、当該公告日の前日までを指すこととする。（[例 3年度以内]2024年 8月 1日公告の場合、

2021年 4月 1日から 2024年 7月 31日までの期間が対象。） 

※2 請負金額は最終請負（契約）金額（税込）とする。また、共同企業体の構成員としての工事

実績を申告する場合は、請負金額は出資割合で按分した金額とする。 

※3 金額の詳細については発注案件ごとに提示するものとする。 

※4 同種工事とは、CORINS（財団法人日本建設情報総合センター工事実績情報サービス）登録工

事のうち、公共事業の分野、建設業許可業種、入札参加資格区分、工種等の CORINS登録内容

から、入札公告により明示されている当該発注工事の業種と同種と判断できる工事とする。

特に、公共事業の分野が下水道となるような下水道施設工事については、一般土木工事とは

認めないので注意すること。 

※5 障がい者とは、身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳（愛の手帳等）等によ

り障がいの認定を受けている者とする。 

 

○注意 

・提出書類や申請内容に虚偽があった場合は、資格停止措置の要件に該当する場合があります。 

『町田市入札参加資格停止措置要綱』 

（1） 申請書の虚偽記載 

(ア) 重要な事項に関して事実と異なる記載をしたとき 12 ヶ月以上 24 ヶ月以下 

(イ) 軽微な事項に関して事実と異なる記載をしたとき  3 ヶ月以上 12 ヶ月以下 
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1

0

災害協定又は緊急施行工事等の施工実
績

1

環境マネジメント 1

障がい者雇用 1

ワーク･ライフ･バランス 1

労働環境の状況 1

町田市優秀工事賞 1

※1

※2

※3

※4

※5

※6

6

75点以上80点未満

70点以上75点未満

65点以上70点未満

60点以上65点未満

60点未満

80点以上

次のいずれかの認証を取得している
・ISO14001　　・エコアクション21
・エコステージ（ステージ2以上）
・KES環境マネジメントシステムスタンダード
（ステップ2以上）

現に有効な経営事項審査結果通知書におけ
る「その他の審査項目（社会性等）」の下記6
項目（※6）の合計点数が30点以上である

次のいずれかに該当している
・法定雇用を満たしている
・法定雇用義務のない事業者で1人以上の障
がい者（※5）の雇用（週所定労働時間が20時
間以上であること）がある

2

工
事
成
績
点

過去3年度（5年度）以内とは、公告日の属する年度より3年度（5年度）前の4月1日から、当該公告日の前日までを指すことと
する。（[例　3年度以内]2024年8月1日公告の場合、2021年4月１日から2024年7月31日までの期間が対象）

請負金額（※2）が当該工事予定価格の概ね3
分の１以上（※3）の工事実績がある

6

企業の信頼性・
社会性

※最大３項目ま
での選択可

評価項目及び評価点一覧

技
術
力
・
履
行
能
力

評価基準

3

2

2

配置予定技術者の保有する資格
・技術者についての詳細はガイドラインを
参照すること。複数の資格を持つ場合に
は、上位の資格1つについてのみ評価す
る。

請負金額（※2）が概ね当該工事予定価格以
上の施工経験がある

社
会
性

同種工事（※4）の施工実績
・過去5年度以内（※1）に元請人として日
本国内で施工し引渡しを完了した同種工
事（※4）が対象。

配置予定技術者の施工経験
・過去5年度以内（※1）に元請人として日
本国内で施工し引渡しを完了した同種工
事（※4）のうち、配置予定技術者が監理
（主任）技術者として施工した工事が対
象。途中交代した工事を除く。

事業者の施工
能力

請負金額（※2）が概ね当該工事予定価格以
上の工事実績がある

その他の技術者（電気主任技術者等）

上記以外

請負金額（※2）が当該工事予定価格の概ね3
分の１以上（※3）の施工経験がある

上記以外

工事の履行成績
　過去3年度以内（※1）に引渡しを完了し
た町田市発注工事（業種：当該工事と同
業種）のうち、請負金額（※2）が当該工事
の予定価格の概ね3分の1以上（※3）の案
件で、かつ、工事成績評定通知書通知日
が入札参加申請日以前である、1件の工
事成績点が対象。

同種工事とは、CORINS（財団法人日本建設情報総合センター工事実績情報サービス）登録工事のうち、公共事業の分野、
建設業許可業種、入札参加資格区分、工種等のCORINS登録内容から、入札公告により明示されている当該発注工事の業
種と同種と判断できる工事とする。特に、公共事業の分野が下水道となるような下水道施設工事については、一般土木工事
とは認めないので注意すること。

請負金額は最終請負（契約）金額（税込）とする。また、共同企業体の構成員としての工事実績を申告する場合は、請負金
額は出資割合で按分した金額とする。

障がい者とは、身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳（愛の手帳等）等により障がいの認定を受けている者
とする。

2級技術者（施工技士、施工管理技士、建築
士等）

金額の詳細については発注案件ごとに提示するものとする。

配置予定技術者
の能力

次のいずれかに該当している
・町田市又は東京都と災害時の協力協定を
結んでいる
※組合として協定を結んでいるものも含む（組
合員であることを証明できる書類が必要）
・過去3年度以内（※1）に、町田市又は東京
都と、災害時における緊急施行工事（修繕含
む）の契約を締結し、完了した実績がある
・過去3年度以内（※1）に、町田市又は東京
都と、道路・上下水道・その他の施設の維持・
補修に係る単価契約を締結し、完了した実績
がある
※東京都との契約においては施工場所が町
田市内のもの

過去3年度以内（※1）に町田市優秀工事賞を
受賞している

1級技術者（施工技士、施工管理技士、建築
士、技術士）

次のいずれかに該当している
・過去3年度以内（※1）に町田市「仕事と家庭
の両立推進企業賞」を受賞している
・厚生労働大臣からえるぼし又はくるみんの
認定を受けている

その他の審査項目（社会性等） 有 無

①雇用保険加入の有無 0点 -40点

②健康保険加入の有無 0点 -40点

③厚生年金保険加入の有無 0点 -40点

④建設業退職金共済制度加入の有無 15点 0点

⑤退職一時金制度若しくは企業年金制度導入の有無 15点 0点

⑥法定外労働災害補償制度加入の有無 15点 0点



町田市総合評価方式実施ガイドライン

評価視
点

評価項目

災害協定又は緊急施行工事
等の施工実績

災害協定：災害協定書の写し（組合等で協定
を結んでいる場合は組合員であることが証明
できる書類の写しも必要）
緊急施行工事等：
①工事等の完了を証明する書類の写し（町田
市又は東京都から発行された検査証等）
※契約件名、発注者、工期、履行場所、町田
市又は東京都の完了検査に合格したことを確
認できるもの
②契約書の写し
※町田市発注の単価契約の場合は提出不要
③災害時における緊急施行工事（修繕含む）
の場合は、上記に加え、災害時における緊急
施行工事等であることが確認できる書類の写
し

環境マネジメント 環境マネジメント認証の登録証等の写し

障がい者雇用

法定雇用を満たしている：公共職業安定所長あて
に提出した直近の「障害者雇用状況報告書」の事
業主控の写し（公共職業安定所の受付印のある
もの）
法定雇用義務のない事業者：別紙様式２「障がい
者雇用に関する申告書」

ワーク･ライフ･バランス

仕事と家庭の両立推進企業賞：受賞を証明で
きる書類の写し（賞状の写し）
厚生労働大臣の認定（えるぼし又はくるみん）：
基準適合一般事業主認定通知書の写し

労働環境の状況 経営事項審査結果通知書の写し

町田市優秀工事賞 賞状の写し

※1

※2

※3

※4

※5

※6

技
術
力
・
履
行
能
力

現に有効な経営事項審査結果通知書にお
ける「その他の審査項目（社会性等）」の下
記6項目（※6）の合計点数が30点以上であ
る

次のいずれかに該当している
・町田市又は東京都と災害時の協力協定
を結んでいる
※組合として協定を結んでいるものも含む
（組合員であることを証明できる書類が必
要）
・過去3年度以内（※1）に、町田市又は東
京都と、災害時における緊急施行工事（修
繕含む）の契約を締結し、完了した実績が
ある
・過去3年度以内（※1）に、町田市又は東
京都と、道路・上下水道・その他の施設の
維持・補修に係る単価契約を締結し、完了
した実績がある
※東京都との契約においては施工場所が
町田市内のもの

社
会
性

請負金額（※2）が概ね当該工事予定価格
以上の施工経験がある

上記以外

その他の技術者（電気主任技術者等）

配置予定技術者の施工経験
・過去5年度以内（※1）に元請
人として日本国内で施工し引
渡しを完了した同種工事（※
4）のうち、配置予定技術者が
監理（主任）技術者として施
工した工事が対象。途中交代
した工事を除く。

60点未満

評価基準

請負金額（※2）が当該工事予定価格の概
ね3分の１以上（※3）の工事実績がある

次のいずれかの認証を取得している
・ISO14001　　・エコアクション21
・エコステージ（ステージ2以上）
・KES環境マネジメントシステムスタンダー
ド（ステップ2以上）

2級技術者（施工技士、施工管理技士、建
築士等）

1級技術者（施工技士、施工管理技士、建
築士、技術士）

請負金額（※2）が当該工事予定価格の概
ね3分の１以上（※3）の施工経験がある

技術評価資料提出一覧

資格の保有を証明する書類の写し（合格証明
書、登録証、登録証明書、監理技術者資格者
証等）

CORINS登録工事カルテ受領書の写し又は
CORINS登録内容確認書（工事実績）の写し等
※町田市発注工事の場合でも提出必要

配置予定技術者の保有する
資格
・技術者についての詳細はガ
イドラインを参照すること。複
数の資格を持つ場合には、
上位の資格1つについてのみ
評価する。

同種工事（※4）の施工実績
・過去5年度以内（※1）に元請
人として日本国内で施工し引
渡しを完了した同種工事（※
4）が対象。

70点以上75点未満

80点以上

請負金額（※2）が概ね当該工事予定価格
以上の工事実績がある

なし

工
事
成
績
点

障がい者とは、身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳（愛の手帳等）等により障がいの認定を受けている者とする。

請負金額は最終請負（契約）金額（税込）とする。また、共同企業体の構成員としての工事実績を申告する場合は、請負金額は出資割合で按
分した金額とする。

過去3年度（5年度）以内とは、公告日の属する年度より3年度（5年度）前の4月1日から、当該公告日の前日までを指すこととする。（[例　3年度
以内]2024年8月1日公告の場合、2021年4月１日から2024年7月31日までの期間が対象）

企業の
信頼性・
社会性

※最大３
項目まで
の選択
可

過去3年度以内（※1）に町田市優秀工事賞
を受賞している

金額の詳細については発注案件ごとに提示するものとする。

同種工事とは、CORINS（財団法人日本建設情報総合センター工事実績情報サービス）登録工事のうち、公共事業の分野、建設業許可業種、
入札参加資格区分、工種等のCORINS登録内容から、入札公告により明示されている当該発注工事の業種と同種と判断できる工事とする。
特に、公共事業の分野が下水道となるような下水道施設工事については、一般土木工事とは認めないので注意すること。

事業者
の施工
能力

次のいずれかに該当している
・過去3年度以内（※1）に町田市「仕事と家
庭の両立推進企業賞」を受賞している
・厚生労働大臣からえるぼし又はくるみん
の認定を受けている

次のいずれかに該当している
・法定雇用を満たしている
・法定雇用義務のない事業者で1人以上の
障がい者（※5）の雇用（週所定労働時間が
20時間以上であること）がある

配置予
定技術
者の能
力

工事の履行成績
　過去3年度以内（※1）に引
渡しを完了した町田市発注工
事（業種：当該工事と同業種）
のうち、請負金額（※2）が当
該工事の予定価格の概ね3
分の1以上（※3）の案件で、か
つ、工事成績評定通知書通
知日が入札参加申請日以前
である、1件の工事成績点が
対象。

CORINS登録工事カルテ受領書の写し又は
CORINS登録内容確認書（工事実績）の写し等
※町田市発注工事の場合は提出不要

上記以外

75点以上80点未満

60点以上65点未満

65点以上70点未満

その他の審査項目（社会性等） 有 無

①雇用保険加入の有無 0点 -40点

②健康保険加入の有無 0点 -40点

③厚生年金保険加入の有無 0点 -40点

④建設業退職金共済制度加入の有無 15点 0点

⑤退職一時金制度若しくは企業年金制度導入の有無 15点 0点

⑥法定外労働災害補償制度加入の有無 15点 0点


